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 小児の臨床診断には血液検査が主要な位置を占めているか,新生児では検査に必要左程度の操
 血が一般に困難である。若し尿を用いての臣、話床診断が可能力二らぱ甚だ好都合と考えられるが,そ
 のためには新生児尿に臥1する基礎的箭究がな二1も・不充分である。よって筆者は新生児尿につき諸種
 反応を検し,その臨!.蓑応用の可否について考察すべぐ,以下の実験を行った。
 第1報新生児の尿反応について
 小児ならびに成人では正常時では蛋白尿や徳星が証明される事は殆んどない。しかるに新生児
 では,正常峙てもかな9の頻度にこれらを証明する事が,'古くから報告されている。しかし,こ
 れらの報告をみる1(,'その頻度についてさえか左りの差かみられ,正常と異常との限界について
 も,未だに一・定の見牌が出されていない。
 検査の対象とした新生児け,未熟児104例を含む548例であり,そのうち497・触ま生後
 10日以内の新生児である。被検尿1鵡自然排1慰ゴ用い,試三1這はそれぞれの検査の目的に応じた
 Ames社製の試験紙またぱ試験錠斉i捲使!'1弔した。す1乏わち蛋白検査,糖検査むよびPH検査には,
 コンビスティック試駆忽1を,アセト酢吾遍!査にはケトステイツクス試験紙を,アセトン検査には
 アセテスト試験錠剤を,ビリルビン検査にはイクトテスト試験錠剤を,7二二ールケトン按査に
 はフエニ.スティックス試験紙を,赤ll且球検査にはヘマスティックス試験紙をそか1.ぞれ使用し,次
 の如き成績を得た0
 1)蛋白尿は,生後控目以内の497例中164例(55的ち)乎⊂みられた。成熟児で1ま生
 後2日目55例中54例(65、5qb)を最高に,生後口数の経過とともに陽性率は次第に低下し,
 生後11日目以降は,2旧例中蛋白尿をみたものはイ例・も療かつた。これに対し,未熟児では,
 出生当日検査哩例,生後2日目4例はすべて蛋白陽性であり,以後次第に低下し,1餌≡1以降も'
 左季、51イ列中jo{列(52.ろ%)に蛋白衆力弍認めら:れ、た。このことヵ・ら,新生↓巳の尿1蛋白を連謬言
 検査して行くと腎未熟性の有無を判定しノ得るよう・である〔,2)糖尿をi禁めたものは,同じく497
 ・繭中49例(9?筋)であり,成熟児424伽中44例(10.4喫})に対し.て未熟1卜l!75・鰯中5
 {i∫IK6・8¢のであった。5〕PHは成熟児,456例中409例(8."弓のが酸性,.46例、
 て耗.1%)カニ中性を示し,アルカリ性を示したのは謹かに1例(0.2%)のみであった。また
 平均P}{は5.9てあった04)アセト酢酸,あるいはプセトン尿が認められたものは,生後10
 日までの497例中,前者は4例(O・8雪5),後者はア例〔t495)と極めて稀であった05)
 ビリルビン尿が認められたものは同じく,497例中{12例(22.5%)で,成熟児は424
 例中99例(255%),未熟児ア5例中15例(1ス8%.)であった06)フエニールケトン
 尿は同じく497例中52例(40・5%)に認められたが,成熟児424例中45例(10・1妬)
 一6一
 未熟児7ろ例中9例〔12洛%)であり,成熟児の45例は,すべて生後5日以内の児のみであ
 った07)赤i血球尿は,1司じく497例中52例(6・4%)に認められたが・成熟児424例中
 29例(6.8¢ゐ),未熟児75例中5例〔4・コ勃)であった。
 第2報新生児尿中5-M碗れゆxy-4一鞠翻艶¢xym哉湘e昌lc
 Ao琶嫡(V融腕隔駐y齢禰ηde且1臆A禰且G)1こついて
 新生児期は姙娠時かよひ分娩時の影響から脱して外界へ適応して行く時期である。このような
 状態におかれている新生児の副腎髄質系の変化について,吾か国では未だに報告がみられないo
 Va且iユユy'エmandO■icAcid・(VMA)は,Ga七echoユamineの尿中終末代謝産物であ
 り,尿中に比較的大量に謬、三池され,また安定した物質であり・こ・れを測定すること'て体内の
 OポじGchOユa,皿ino動態を知ることが出来る。よって筆者は,尿を用いて新生児期のOa七e-
 cho■amineの動態を知る目的で新生児尿中▽MAを測定した。
 対象とした児は当科て出生し.た新生児中より46例をえらび,実験の方法1鳥A質n5七rOng
 の'2次元P鱒町Chr。鵬t。graPhl⊂よ匂,さらにBr。dの方法で尿中er。a鑓煎neを
 測定し,oτoa七釦!i葺e単流て示した。その結果は,
 1)出生直後測定した6例中4倒はVMAを証明ナろことが出来なかった。他の2111i倣いっれ
 もO,87/mgCτ.と極～,5て低価であった。2)生後り0日目以内の正常新生児の尿中職工A掴鰍
 量は,駐当日をの煙,生節蜘黙る差畿鋤らオtず,5瑚・呼均膨軽士tフ57/
 mgOr.であった。これにき1り新生児の尿中VMA排1睾上量は5-1Uγ/1ロgGr.をもって正常
 範囲とし,それ以上は過剰反応状態,誠たそ赴以下は反応不全状態とした。5)生後12時間に
 於ける10例の新生児尿中V'}ノIA値は,平均15、22±4.55r/11略Cr・と高緯を示した。この
 ことは,新生児は分娩などのs七re3sに反応し得ることを示している。4)生下時体重2,口口σ
 9未満の未熟児2例は,4a日7/ヨ/gOr・56.47/皿ger'とか左り1り高値を示した05)
 高度黄疸児2例は,それぞれao7/笹80r・,1“γ/mgCr・と正常群との闘に・持に薔
 は認められ激かつた。またACTH投一与児4・図の平均はZ1±1、56r/mgGr.と正常範囲内で
 あった。
 以上のことより,新生児尿中VMAを測定することは,s'じrO63に対すろ新生児の反応状態
 を知る、上に意義があるものと解される。
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 審査結果の要旨
 新生児囎床検査磁査榊1採伽点蹴、輔ある。血灘査莇面難文嬬に灘定量齢
 襯沸て来て乱、う緬,な勅児の船のように篩分・なレ・・翻賑取が雌臼勺翻な稚児
 尿を勝て,新生児異常の検搬行い融励・請い得るとナれ融…儲る敵可能であるかと
 言うことを知るために,以下の実験を試みている。
 耐,酪照喚,最齢しく翻化さ醐蝦・で輪島に鯛し得るよう脚e臼膿
 の試験紙,試験錠剤を用いて,諸種尿反応を検査し次の結果を得たG
 ①蛋白尿誠羅では離直麗65・5蜷鞭あっ姓の姓後1叩雛で購て灘
 独餓。然る蘇熟児では生直後1。・粥性,1耀以後てい2・協は陽髄あ餓・こ
 のことカ、噺生碾臼尿6)麟をう蜥…1艇行え磁性児駒未僻邑磁定怖こと継来る・
 ②尿鰯麟児酬・、㈱,未鯉瓠鞠鰍莇牙τ・肋も腎の繍・1生繭係旙ようで
 あZ、が,こ噺鄭懸師ど刑齢罰齢勧よう働る・③アセト酢灘雛児の。飽ゐ・
 アセトン脚.2q矯忍親)れ,ビ恥ビンは成競の25・5飾・未熟児の口脇に言忍肪減
 が,凛鶴つと縦能を1錠拐こと魎難簸る・④万二一暦トン鼠麟羅の
 1。,1%,未熟児の12.5猟勧ら練が,麟児で駐後5日脚ヨ離徹る賑し締児
 で即2日頃隅識うられ渦のン筋つた。こ碇と跣天代言射賄擬してのフエニ}ル外
 ン尿の検査の際,留意すべきことであろう。
 灘微絃び雛後のストレ跡土星・酬.轍質撫よ醗鋤勃テコーノレアミンの終末代
 謝産物である尿中Vani■■yユmanae■icacid一(VMA)を測定することにより知わうと
 試みた.VMAはArme七r。ngの土≧!'ミ元ペーノ》一げラフイ一撮醗比色離し・劉
 にBでod・法でクレアチニンを測定し・クレアチニン単位で現わした。
 ①出生直後の新生児尿にはVMAは証明されなし(か,極めて微量であるが,生後2～樋口
 の正常新生児のVMAは5-1・r/mgCrea七i・・ine価つた・漁力・ら・鞘は5殊
 満を反応不全状態・“γ以上を反応潭剰状態とした。②生後12時間の児ではvMAが
 悔2γと縄剰の反応を示腋.③生下離重2K妹伽赤熱上覧ではいず禍継の聯1
 反応状難呈した。⑳但し,高麟疽児やこれにAC田圃去を施した児詑甜響岨
 とぐに変化していなかった。
 以上,新生児診脈尿を用いて種噸討し,糖法としての価直を論じてし(る点で・従来に例
 を.見漁ものであり,学位に価するものと判定した。・
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